
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 10 年間に中毒 110 番で受信したイヌの 

急性中毒に関する動物病院からの相談事例 

1,623 件でみると、このような特徴がありました。 

イヌの中毒事故を防ぐために 
公益財団法人 日本中毒情報センター

公益財団法人日本中毒情報センターが運営する中毒 110 番では、化学物質や動植物の毒などによる

急性中毒について、年間約 3 万 5 千件の相談を受けています。 ペットの誤飲事故など、動物の急性

中毒に関する相談は 2013 年には 429 件あり、その 9 割をイヌが占めました。 

急性中毒は 0 歳、1 歳で 

多く発生しています 

家庭用品や医薬品による事故が 

多く発生しています 

その他、家の中やベランダ、庭にある植物の葉や花、実、種子、球根などを食べた、 

チョコレート、キシリトールのガム、タマネギ、ブドウなど、イヌにとって有害な食品を食べた、 

散歩中に落ちているものや植物をなめたり食べたりした、イヌの近くで農薬を使用した、 

などの事例がありました。 

家庭用品では殺虫剤による事故が 

もっとも多く発生しています 

家庭用品の殺虫剤と殺鼠剤の急性中毒は、9 割以上がベイト（毒餌）剤の誤食でした。 

ベイト（毒餌）剤とは、ゴキブリ、アリ、ナメクジ、ネズミなどの駆除を目的とし、殺虫成分や殺鼠成分に 

害虫・害獣が好む誘引成分を加えた餌タイプの製品で、代表的なものとしてホウ酸団子があります。 

家庭内、とくに床などのイヌが届きやすいところに設置されることが多いため、注意が必要です。 

また、身近な食材を利用して毒餌を作製することは避けましょう。 

医薬品による事故では 

机の上などイヌが届く場所に放置された薬の

誤飲が多くみられました。 

 ベイト（毒餌）剤に注意しましょう 
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イヌは、行動範囲にあるいろいろなものに関心を持つ動物です。見えないところに置いていても、 

匂いで探し出して、口にすることがあります。 

イヌの行動範囲に中毒の原因になるものがないか、身近なところを見回して、チェックしてみましょう。 

「はい」に該当する場合、チェック☑します。☑の数が少ないほど危険です。☑を増やして事故を減らしましょう。 

●使用時に注意しましょう 

□ ホウ酸団子や殺鼠剤などのベイト（毒餌）剤を、イヌの行動範囲に設置していない 

□ 食べ物やペットフードなどを利用して、農薬を加えた毒餌を作製することはない 

□ 農薬や肥料をイヌの近くで使用していない 

□ 農薬や肥料をまいた後にイヌが立ち入らないことを徹底し、周囲の人にも注意喚起している 

□ イヌに使用する保冷剤や保温剤、おもちゃはイヌ専用の製品を利用している 

□ 消臭剤や芳香剤、観葉植物などは、イヌが届かない場所に置いている 

●保管や管理に注意しましょう 

□ 乾燥剤や鮮度保持剤の誤飲を防ぐため、食べ物やペットフード、イヌ用おやつは 

イヌが届かない場所に片付けている 

□ 保冷剤、使い捨てカイロ、衣類用防虫剤、たばこ、電池、化粧品や洗浄剤など、 

身の回りの家庭用品を使用後は、すぐに片付けている 

□ 薬や健康食品を、机や棚の上なども含めて、イヌの行動範囲に放置していない 

□ 薬や健康食品を、かばんや袋に入れたまま、イヌの近くに置かないようにしている 

□ イヌの薬はヒトの薬と分けて保管し、イヌに投薬する際は取り違えないように注意している 

□ 農薬や肥料、植物の球根、種子はイヌの行動範囲を避けて保管している 

□ ゴミ箱はイヌの行動範囲外に設置するか、イヌがいたずらできない工夫をしている 

●その他の生活上の注意点 

□ 薬や健康食品をイヌの近くで服用しない、服用時に落とさないように注意している 

□ チョコレート、キシリトール、タマネギ、ブドウなど、イヌに有害な食べ物は与えないようにしている 

□ 落ちた実はすぐに片付け、ベランダや庭に植えた植物をイヌが食べないように注意している 

□ 散歩中は落ちているものや植物を口にしないように、イヌの行動に気を配っている 

       中毒事故防止のためのチェックリスト イヌ編 
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●中毒 110 番 〈誤飲・誤食の緊急時の問い合わせ窓口〉 

【一般市民専用電話】 情報提供料は無料、応急手当や受診の必要性をアドバイスしています。 

大阪 ：072-727-2499 （365 日 24 時間対応）  つくば：029-852-9999 （365 日 9～21 時対応） 
 

【医療機関専用有料電話】 情報提供料は 1 件につき 2,000 円、毒性、症状、治療等に関する医療情報を提供しています。 

大阪 ：072-726-9923 （365 日 24 時間対応）  つくば：029-851-9999 （365 日 9～21 時対応） 

公益財団法人 日本中毒情報センターホームページ http://www.j-poison-ic.or.jp/ 


